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 方広寺（ほうこうじ）は、京都府京都市東山区にある天台宗の寺院。通称は「大仏」または「大仏殿」。豊臣秀吉が発願した

大仏（盧舎那仏）を安置するための寺として木食応其によって創建された。豊臣秀吉は天正 14 年（1586 年）に、松永久秀

の焼き討ちにより焼損した東大寺大仏に代わる大仏の造立を発願。当初は東山の東福寺南方にある遣迎院付近に造立する

予定で、小早川隆景を普請奉行とし、大徳寺の古渓宗陳を開山に招請した。大仏と大仏殿の造立はいったん中止され遣迎

院の移転も途中で中止（おかげで遣迎院は南北に分立）された。のち天正 16 年（1588 年）に、場所を蓮華王院北側にあっ

た浄土真宗・佛光寺派本山佛光寺の敷地に変更して再開（佛光寺は秀吉の別荘「龍臥城」のあった現在地へ移転）した。秀

吉は大規模工事に巧みであった高野山の木食応其を造営の任にあたらせた。大仏殿は鴨川東岸地区を南北に貫く大和大

路に西面して建てられ、また大和大路の西側には秀吉の手により伏見街道も整備され、さらに秀吉は五条大橋を六条坊門に

移し京外への出口とするとともに大仏への参詣の便とした。小田原征伐を挟んで天正 19 年（1591 年）5 月に大仏殿の立柱

式が行われ（言経卿記）、文禄 2 年（1593 年）9 月に上棟（多聞院日記、三宝院文書）、文禄 4 年（1595 年）に完成をみ

た。同年 9 月 25 日には秀吉自身の祖父母の供養のため寺内の南北 15 間東西 21 間の巨大な経堂で千僧供養会を行っ

た。天台宗、真言宗、律宗、禅宗、浄土宗、日蓮宗、時宗、浄土真宗（一向宗）の僧が出仕を要請された。千僧供養は以後

豊臣家滅亡まで、毎月行われた。千僧供養に出仕する千人もの僧の食事を準備した台所が、妙法院に残る。当時の敷地は

広大なもので、妙法院はもちろん、現在の豊国神社、京都国立博物館、そして三十三間堂の敷地をも含むものであった。現

在の方広寺、豊国神社から国立博物館西側に見られる巨大な石を積んだ石垣はかつての大仏殿の石垣であり、また三十三

間堂南に遺る太閤塀（重文）や南大門(重文・豊臣秀頼が築造）も方広寺造営の一環として整備されたものである。 
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